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開会 午前１０時００分

◎開会の宣告

〇議長（川山光則君） ただいまの出席議員数は１３人です。定足数に達して

いますので、令和４年第１回中泊町議会定例会を開会します。

◎開議の宣告

〇議長（川山光則君） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（川山光則君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により９

番、青山雅晴議員及び１１番、野上憲幸議員を指名します。

◎会期の決定について

〇議長（川山光則君） 日程第２、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。本定例会の会期は、別紙議会運営委員長から報告の

とおり、本日から３月１１日までの９日間にしたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日から３月１１日までの９日間に

決定しました。

◎日程第４ 報告第３号から日程第３３ 議案第３３号

まで

〇議長（川山光則君） 日程第４、報告第３号 専決処分した事項の報告及び

承認を求めるの件から日程第３３、議案第３３号 中泊町総合文化セ

ンター文化ホールに係る指定管理者の指定についてまでを一括して上

程します。

町長に提案理由の説明を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）
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〇町長（濱舘豊光君） 本日、ここに令和４年第１回中泊町議会定例会が開会

され、令和４年度当初予算をはじめ、各般にわたる議案についてご審

議を願うにあたり、町政の運営に関する所信の一端を明らかにし、提

出議案合計３０件の概要についてご説明申し上げ、議員各位並びに町

民の皆様の深いご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げま

す。

さて、令和４年度の予算編成にあたりましては、依然として自主財

源が少ない脆弱な財政構造に加え、地方交付税の動向に左右されやす

い状況の中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と地域経済活

動の両立を図りつつ、少子高齢化、人口減少社会の到来などを踏まえ、

本町が将来にわたり活力を維持し、令和の時代に間違いなく進化する

デジタル化の波に乗り遅れぬよう、長期的な展望に立った効率的な行

財政運営を進めていく必要があると認識してございます。

こうした状況を念頭に置きつつ、長期総合計画の将来像であります

「豊かな自然とともに創る、暮らす、未来へつなぐ自立と協働のまち

中泊」の実現に向けて、地域資源を強化・活用しながら、地域経済の

活性化、基幹産業であります農業・漁業でしっかりと生活できるよう

な施策の推進、医療、介護、子育て、教育、防災対策などを中心に取

り組み、町民一人ひとりが夢や希望を持ち、安心して、そして幸せに

暮らせるまちを目指して、町政を推進して参りたいと存じます。

それでは、本議会に提出をいたします案件についてご説明をさせて

いただきます。

報告第３号は、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１１号につい

てであります。

新型コロナウイルスワクチン個別追加接種の実施及び除排雪経費の

不足のため、所要の予算補正を要することから専決処分いたしました

ので、これを報告し、承認を求めるものでございます。

報告第４号は、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１２号につい

てであります。

新型コロナウイルスワクチン集団追加接種等の実施に伴い、所要の

予算補正を要することから専決処分いたしましたので、これを報告し、

承認を求めるものであります。

報告第５号は、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１３号につい
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てであります。

除排雪経費の不足のため、所要の予算補正を要することから専決処

分いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものでございます。

報告第６号は、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１４号につい

てであります。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及びその影響下にある地

域経済の維持回復を図る支援事業を実施するため、所要の予算補正を

要することから専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求

めるものでございます。

議案第８号、令和４年度中泊町一般会計予算では、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出とも８２億２００万円となりました。

前年度当初予算に対して１０億8，１００万円、率にして１１．６

％の減となってございます。

それでは、歳出事業の主なもの及び特徴的なものをご説明させてい

ただきます。

総務費として、集落支援を目的とした兼任集落支援員設置事業、福

祉・健康の拠点となる総合福祉健康センター建設事業を引き続き進め

て参ります。

民生費として、子育て世代の負担軽減を目的に、幼児教育の無償化

を継続実施して参ります。

衛生費として、引き続き乳幼児から高校卒業までの医療費・予防接

種費用の無料化のほか、新型コロナウイルスワクチン追加接種体制構

築に取り組んで参ります。

農林水産業費として、県営十三湖地区経営体育成基盤整備事業、森

林環境譲与税積立基金を活用した森林経営管理事業に取り組んで参り

ます。

商工費として、今年度も実施をさせていただきました宮越家公開管

理事業に加え、それを軸とした新たな町の観光資源発掘等を目的に、

地域おこし協力隊事業に取り組んで参ります。

土木費として、道路新設改良事業や橋梁長寿命化事業などのインフ

ラ整備も引き続き実施して参ります。

消防費として、小泊地域の津波ハザードマップの作成経費を計上し

たほか、教育費として、旧小泊中学校校舎解体事業、また企業版ふる
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さと納税を活用し、宮越家の保存・整備についても取り組んで参りま

す。

歳入につきましては、町税及び地方交付税のほか、国庫支出金、県

支出金及び町債など見込み額を精査した上で計上し、財源調整のため

財政調整基金繰入金など計上しております。

議案第９号は、令和４年度中泊町国民健康保険特別会計予算につい

てであります。

歳入歳出予算の総額は、事業勘定で歳入歳出とも１６億１，３７６

万７，０００円、診療施設勘定で歳入歳出とも１億５，２８９万７，

０００円となっております。

議案第１０号は、令和４年度中泊町介護保険事業特別会計予算につ

いてであります。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出とも１８億６５２万９，０００円

となっております。

議案第１１号は、令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算

についてであります。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出とも４，２７３万３，０００円と

なっております。

議案第１２号は、令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算

についてであります。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出とも２，５０６万７，０００円と

なっております。

議案第１３号は、令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてであります。

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出とも２億９，１８７万５，０００

円となっております。

議案第１４号は、令和４年度中泊町水道事業特別会計予算について

であります。

収益的収入及び支出予定額として、収入に３億４，６１３万９，０

００円を、支出に２億９，２５２万８，０００円を計上し、純利益５，

３６１万１，０００円を見込んでおります。

また、資本的支出予定額として２億２，９４８万円を計上いたして

おります。
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なお、資本的支出予定額は、過年度分損益勘定留保資金で補てんす

るものであります。

議案第１５号は、中泊町職員定数条例の一部改正についてでありま

す。

令和４年度から令和８年度までの職員の定員管理について、その計

画を定めたことから、条例の一部を改正するものであります。

議案第１６号は、中泊町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

についてであります。

「妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のための措置」を講ずるた

め、条例の一部を改正するものであります。

議案第１７号は、中泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

についてであります。

選挙執行における報酬額を最低賃金より下回らないようにするた

め、条例の一部を改正するものであります。

議案第１８号は、中泊町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部改正についてであります。

消防団員の報酬額等を引き上げるため、条例の一部を改正するもの

であります。

議案第１９号は、中泊町立小、中学校設置条例の一部改正について

であります。

中泊町立小泊小学校と中泊町立小泊中学校を小中一貫校とし、現在

の設置位置から移転することから、条例の一部を改正するものであり

ます。

議案第２０号は、中泊町総合文化センター条例の一部改正について

であります。

中泊町博物館今泉分館の当初の設置目的が達成され、今後の使用の

見込みがないことから、用途を廃止するため、条例の一部を改正する

ものであります。

議案第２１号は、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１５号につ

いてであります。

補正額は歳入歳出とも２億４，６２６万円を追加し、補正後の総額

を１１６億４，７０８万8，０００円とするものであります。

補正する歳出の主なものは、総務費に、財政調整基金積立金、民生
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費に、介護保険特別会計繰出金及び保育士等処遇改善臨時特例事業補

助金、衛生費に、国民健康保険特別会計繰出金、農林水産業費に、県

営十三湖地区経営体育成基盤整備事業負担金、教育費に、こどまり学

園の施設に係る経費などを計上いたしております。

また、既定予算額の精査などにより、橋梁長寿命化事業、こどまり

小中学校建設事業の減額など、それぞれ所要額を計上いたしておりま

す。

歳入につきましては、歳出との関連において、国庫支出金、県支出

金、町債などについて調整のうえ計上したほか、町税、財産収入など

収入見込額を精査した上で計上いたしております。

継続費補正では、こどまり小中学校建設事業について、変更いたし

ております。

繰越明許費では、行政手続きオンライン化システム改修など１０事

業について追加設定しております。

また、指定管理者制度による公の施設の管理運営業務のほか、令和

４年度で予定する経費のうち、本年度において契約の締結を要するも

のについて債務負担行為を追加設定し、五所川原地区消防事務組合負

担金については変更しております。

なお、地方債につきましては、事業の確定に伴い、それぞれ変更い

たしております。

議案第２２号は、令和３年度中泊町国民健康保険特別会計補正予算

第４号についてであります。

事業勘定の補正額は、歳入歳出とも３，９４８万４，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１６億９，６１６万２，０００円とする

ものであります。

補正する歳出の主なものは、財政調整基金積立金及び直営診療施設

勘定繰出金の追加であります。

歳入につきましては、県支出金及び歳出との関連から一般会計繰入

金等を追加しております。

診療施設勘定の補正額は、歳入歳出とも３１万４，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を１億４，２６８万８，０００円とするもの

であります。

補正する歳出の主なものは、医業費を減額いたしております。
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歳入につきましては、歳出との関連において診療収入を調整のうえ

減額いたしております。

議案第２３号は、令和３年度中泊町介護保険事業特別会計補正予算

第６号についてであります。

補正額は、歳入歳出とも１，６７７万４，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を１８億８，３１６万７，０００円とするものであり

ます。

補正する歳出の主なものは、保険給付費の介護サービス給付費を減

額し、基金積立金を追加いたしております。

歳入につきましては、歳出との関連において、国庫支出金を追加い

たしております。

議案第２４号は、令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計補正

予算第１号についてであります。

歳入歳出とも２３万１，０００円を減額し、歳入歳出の総額を４，

１５３万円とするものであります。

補正する歳出は、処理施設管理業務委託料を減額いたしております。

歳入につきましては、歳出との関連において、前年度繰越金を追加

し、一般会計繰入金を減額いたしております。

議案第２５号は、令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計補正

予算第１号についてであります。

歳入歳出予算の予算総額はそのまま変わらず２，３３３万４，００

０円とし、内部補正するものであります。

歳入につきましては、前年度繰越金を追加し、一般会計繰入金を減

額いたしております。

議案第２６号は、令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計補正予

算第１号についてであります。

補正額は、歳入歳出とも３８１万３，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を２億９，１０６万８，０００円とするものであります。

補正する歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金の確定

に伴う増額であります。

歳入につきましては、後期高齢者医療保険料の増額及び歳出関連に

伴う一般会計繰入金を減額し、前年度繰越金を計上いたしております。

議案第２７号は、令和３年度中泊町水道事業特別会計補正予算第３
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号についてであります。

収益的収入につきましては、既決予算額を５６１万５，０００円減

額し、総額３億４,９６６万５，０００円とするものであります。

補正する収入の主なものは、高料金対策補助金の実績値に伴う減額

となっております。

収益的支出については、既決予算額を１０９万６，０００円追加し、

総額３億２６万５，０００円とするものであります。

補正する歳出の主なものは、電気料、小泊ダム管理費を追加し、４

月の人事異動に伴う職員人件費を減額いたしております。

議案第２８号は、中泊町教育委員会委員の任命についてであります。

現委員、宮越寛氏の任期が令和４年５月１７日をもって満了となる

ため、後任の委員を任命するにあたり、議会の同意を求めるものであ

ります。

議案第２９号は、人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める

の件についてであります。

現委員、長内ヱツ子氏の任期が令和４年６月３０日で満了となるた

め、後任委員を推薦するにあたり、議会の意見を求めるものでありま

す。

議案第３０号から第３３号は、中泊町認知症高齢者グループホーム

に係る指定管理者の指定について、中泊町すくすくしたまえ館に係る

指定管理者の指定について、中泊町一般廃棄物最終処分場に係る指定

管理者の指定について、中泊町総合文化センター文化ホールに係る指

定管理者の指定についてであります。

令和４年４月１日からの指定管理者を指定するため議会の議決を求

めるものであります。

以上で、本議会定例会に提案をさせていただきました議案の説明と

させていただきますが、議事の進行に従い、ご質問に応じ詳細にご説

明申し上げたいと存じます。

何とぞ、慎重ご審議のうえ、原案どおり御議決を賜りますようお願

いを申し上げまして提案理由の説明を終わらせていただきます。よろ

しくお願いします。

◎日程第３４ 予算特別委員会の設置
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〇議長（川山光則君） 日程第３４、予算特別委員会の設置の件を議題にしま

す。

お諮りします。議案第８号から議案第１４号までの令和４年度中泊

町一般会計予算及び各特別会計予算については、議員全員の委員をも

って構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とにしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８号から議案第１４号までの令和４年度中泊町

一般会計予算及び各特別会計予算については、議員全員の委員をもっ

て構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査すること

に決定しました。

◎散会の宣告

〇議長（川山光則君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１０時２１分



- 15 -

第１回中泊町議会定例会

令和 ４年 ３月 ８日（火曜日）

〇議事日程 第２号

１ 一般質問

〇出席議員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇議長（川山光則君） ただいまの出席議員数は１３人です。定足数に達して

いますので、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（川山光則君） 日程第１、一般質問を行います。

３番、成田議員の質問を許可します。

成田議員。

（３番 成田直人君登壇）

〇３番（成田直人君） 議長のお許しをいただき、あらかじめ提出しておりま

す通告書の内容に沿って質問いたします。

質問事項は、普通財産についてとトップセールスについてでありま

す。最初の質問は、普通財産についてであります。町の公有財産には、

行政財産と普通財産の２つあります。１つ目の行政財産とは、町が事

務または事業を執行するために直接使用することを目的とするところ

の庁舎や消防施設などの公有財産と、そして住民の一般的共同利用に

供することを目的とするところの学校や公営住宅などの公共用財産が

あります。２つ目の普通財産とは、行政財産以外の公有財産であり、

行政財産と異なり、直接的に行政執行上の手段として使用されるもの

ではなく、主として経済的価値の発揮を目的としており、経済的価値

を発揮することによって間接的に行政執行に貢献させるため、管理、

処分させるべき性質を持つ財産であります。具体的には、土地や建物

を貸すことによって得る地代家賃や土地を払い下げることによって得

る代金という形で町の財政に寄与するものであると認識しておりま

す。

以上のことを踏まえ、公有財産の一つである普通財産について、以

下に質問させていただきます。

１点目、行政財産と普通財産の合算した公有財産のうち、普通財産

が占める割合はどの程度なのか。

２点目、特に普通財産の建物は、公用・公共用に供することができ

ない財産のため、老朽化が顕著であり、かつ修復不能と判断される建
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物が多いと思うが、実際的に経済的価値を発揮できないような傷みの

激しい建物をどのくらい町有しているのか。

３点目、係る老朽化した建物は、外観が貧弱ゆえに景観を損ねたり、

蛇やイタチなど害獣の居着く場所になるなどの環境悪化や、防風によ

って建物の一部が飛散して住民に被害を及ぼすなどの二次被害を招く

ことも懸念されることから、優先順位を決めて解体撤去すべきと思う

が、解体等に向けて具体的な検討協議がされているのか。

以上、３点について伺います。

次の質問は、トップセールスについてであります。新型コロナ禍に

あって、米や新鮮魚介類の需要減少に起因し、価格の下落、低迷に見

舞われ、中泊町の基幹産業である農業、漁業の生産者は苦境に立たさ

れております。さらにまた、感染力の高い変異株、オミクロン株が国

内外において猛威を振るい、感染が拡大し続けている状況下にあって、

希望する全ての老若男女がワクチンを接種し、そして感染予防対策を

徹底することによって、一日も早い段階でピークアウトになるよう祈

願している次第であります。

そこで、今後の感染者数などの状況を慎重に見極めた上でのことに

なりますが、大消費地である東京圏域において、中泊町特産の米、ト

マトなどの農産加工品、また鮮魚水産加工品を併せ持ってトップセー

ルスによる魅力を発信すれば、地方を代表する特産品を食べてみたい

という志向の高まりと近年のグルメブームと相まって需要の呼び起こ

しとなり、物が売れない、単価が上がらないという厳しい環境に直面

している生産者の生産意欲の向上にもつながると思うが、トップセー

ルスについて町長の考えを伺います。

以上です。

〇議長（川山光則君） 成田議員の質問に対する答弁を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 成田議員のご質問にお答えをしたいと思います。

様々ご質問あったわけでありますが、普通財産、町が持っている財

産の件につきましては、事実関係の確認ということになろうかと思い

ますので、後ほど担当課長のほうからご答弁をさせていただくという

ことで、私のほうからは２点目のトップセールスの考え方についてお
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答えをさせていただきたいと思います。

ご承知のとおり、私が町長にならせていただいたのが平成２９年４

月でありまして、それ以来、令和３年度までの５年間、「農業と漁業

でしっかり暮らせる町」、これを目指して、様々な事業を展開してま

いったところでございます。

議員ご質問のトップセールスにおきましては、県とのパイプをフル

に活用し、青森県フェア開催時には三村知事のトップセールスに同行

させていただきながら、我が町の強みである「大地の恵と海の幸」の

周知拡大に努め、町自慢の農水産物を食べていただく機会を増やした

いとの思いで取り組んでまいったところであります。

当然、海産物だけではなく、我が町の「大地の恵」のほうの農産物

においても、メバルと地元野菜を使用したアクアパッツァを、これ試

食のために用意させていただいたのですが、アクアパッツァを紹介す

るなど、地元の魚と野菜、これブロッコリーになるわけでありますが、

組み合わせた料理の試食を提供したり、今お話ししたブロッコリーな

ど旬の新鮮野菜を大量に並べて、試食している横に食べてもらったブ

ロッコリーを山のように積んで売らせていただくというふうな手法を

取りながら、「大地の恵」につきましても、しっかりとＰＲをしてき

たところであります。

また、毎年秋口には、東京の上野公園で「青森人の祭典」というの

が、県人会、県の協力で行われているわけでありますが、中泊町特産

物直売所「ピュア」や若手農業者の会「ばろかたる会」の皆さんの協

力をいただきながら、地元の旬の新鮮野菜を送り込み、短時間で完売

するなど、周知拡大に努めておるところでございます。

また、町内での取組といたしましては、成田議員ご承知のとおり、

メバル料理推進協議会が開発した「中泊メバルの刺身と煮付け膳」が

平成２７年７月にデビューし、今年で１０万食を達成する見込みであ

るわけでありますが、「中泊トマト海鮮ラーメン」というのも令和３

年３月にデビューをさせまして、こちらのほうはコロナ禍でありなが

ら、１年間で７，０００食を超えるヒット商品というふうになってご

ざいます。

これがまさに地元の魚と野菜、「メバルと米」、「メバルとトマト」

を使った、今風に言うとコラボ商品でありまして、「食」という観光
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資源でありながら、海産物、農産物の消費拡大につながる取組でもあ

り、町としても協議会の活動を積極的にサポートしてまいったところ

であります。

また、町では今年１月に第３次行財政改革大綱をつくらせていただ

きまして、今後様々な事業の目的をよりうまく進めるために、課の統

廃合など組織改革に取り組み、「農業・漁業・観光業」、農水観一体と

なった販売戦略を立てながら、セールスが展開できる体制を整え、そ

れぞれの生産意欲の向上、地域の活力増進につなげてまいりたいと考

えております。

コロナ禍で農家、また漁師の皆さんのみならず、様々な業種の方が

ご苦労なされていることと存じますが、これまで全国各地で行われて

きたイベントや催事のほとんどは中止を余儀なくされ、私らがお願い

しても容易に受け入れてもらえない状況にあることをまずご理解をい

ただきたいと思っております。

私が県庁時代に知己を得ました東京都荒川区西川区長さんのところ

に東京事務所長時代からお邪魔をさせていただいたわけであります

が、町長になった際にご挨拶にお邪魔をさせていただき、荒川区の伝

統のある祭りに、その機会に当町の農産物や加工品などを持ち込んで

販売する場をつくらせていただきたいということをお願いを申し上げ

ましたところ、「いいよ」ということで快くお引き受けをいただいて

おります。これもまた新型コロナウイルス感染症の拡大により、実現

に至っておらないというのは非常に残念なことだと私自身も思ってお

ります。

コロナ禍が去ったときには、このことを実現をし、我が町の農水産

物を荒川区の区民の方々に食べていただきながら、その食べていただ

いたものが取れている中泊町というのはどういうところなのか、その

ことに関心を持っていただき、できれば都市と農村の交流につなげて

まいりたいなというふうにも考えているところであります。私どもの

町の「大地の恵と海の幸」、これを両手に持ちながら、またスーツの

裏面にも刺しゅうで入れながら、全てが印刷されたはっぴを着ながら、

全国至るところにセールスにお邪魔しながら、我が町の農水産物を周

知してまいりたいと思っております。それによりまして、我が町の農

水産物、これらが一層多くの方々に消費していただき、それがまた我
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が町の経済を循環させるエネルギーとなることを期待し、今後も努力

を続けてまいりたいと思っております。

議員各位におかれましてもご支援賜りますようお願いを申し上げま

して、答弁を終わらせていただきます。よろしくお願いします。

〇議長（川山光則君） 山中財政課長。

（財政課長 山中哲哉君登壇）

〇財政課長（山中哲哉君） 私のほうからは、成田議員ご質問の普通財産の３

点についてお答えいたします。

１点目の公有財産のうち普通財産の占める割合でありますが、令和

２年度末で、全体として公有財産は土地が２７２万３，９６８平米、

建物が１３万１，７７５平米となっており、そのうち普通財産は土地

が１１１万７,５６１平米（４１．０％）、建物が１万７５平米（７．

７％）となっております。

２点目の老朽化が顕著で修復不能の建物がどれくらいあるのかにつ

きましては、中里地域の旧小学校跡地にあるプール３施設、小泊地域

であれば旧下前小学校教員住宅２施設、小泊小学校旧教員住宅２施設、

旧鮑種苗供給センターが挙げられ、合計で８施設あります。

また、建設からかなりの年数を経過した建物もあることから、これ

ら普通財産の建物に関しては、今後も状態の把握には努めてまいりた

いと考えております。

３点目として、老朽化が顕著で修復不能の建物の解体についてでご

ざいますが、解体に関しては多額の費用を要することから、各年度の

予算編成時における査定段階で協議検討はいたしております。

今後は、公共施設の適正なストックマネジメントを行い、将来的に

活用できる施設に関しては長寿命化を図り、活用しない施設に関して

は売却等による処分を押し進め、財源確保に努めるとともに、議員ご

指摘の修復不能で危険な、環境的にもよくない施設に関しましては、

計画的に解体等による処分を行ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） 再質問ありませんか。

成田議員。

〇３番（成田直人君） トップセールスに関しては、町長のおっしゃるとおり

都市と農漁村の交流が図られるということに尽きるかと思いますが、
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中泊町の特産品の魅力を発信し続ければ、消費者が生産地にも足を運

ぶきっかけとなり、観光にもつながると思うので、ぜひトップセール

スを強くお願いしたいと思います。

再質問については解体予算についてでありますが、公共施設の適正

な活用と長寿命化を図るというストックマネジメントの考え方に関し

ては、全く異論はありません。ただ、建設からかなりの年数を経過し

た建物があるとの担当課長の答弁でありますが、しからば令和４年度

の当初予算において解体経費はどの公有財産の建物が対象であり、ど

の程度計上されているのか伺います。

以上です。

〇議長（川山光則君） 山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） ただいまのご質問にお答えします。

令和４年度の新年度予算における建物の解体経費、これは総務費に

旧下前小学校教員住宅１棟、解体費として２８６万円、土木費に中里

団地の空き家住宅２棟及び小泊のほうの花丘団地の空き家住宅１棟で

解体経費として７６８万９，０００円、あと教育費に小泊中学校校舎

解体工事費として１億１，９１３万円、合計で１億２，９６７万９，

０００円を計上しております。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） 成田議員、再々質問ありませんか。

成田議員。

〇３番（成田直人君） 質問ではありませんが、要望という形で、財政状況を

やっぱり勘案しながら、こういうふうな解体については経費も高くな

ると思いますので、でき得れば年度年度の中で計画的にこれを進めて

いただきたいということでお願いして、私の質問を終わります。

〇議長（川山光則君） これをもちまして成田議員の質問を終了します。

５番、塚本議員の質問を許可します。

塚本議員。

（５番 塚本悦子君登壇）

〇５番（塚本悦子君） 議席５番、塚本悦子でございます。通告に従い質問を

させていただきます。

生理の貧困問題についてであります。一般的には、経済的理由など

で生理用品を十分に購入できない状況を指しています。しかしながら、
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貧困という言葉は経済的困窮だけを指すものではなく、知識の貧困、

心の貧困という人間の尊厳に関わる大切なものが欠けているという言

葉でもあると言われています。世界中で毎日、生理中の女性は約８億

人いて、５億人が衛生的な環境で生理を迎えられないでいるといいま

す。

生理の貧困問題は、ＳＤＧｓの１番目の「貧困をなくそう」、３番

目の「すべての人々に健康と福祉を」、４番目の「質の高い教育をみ

んなに」、８番目の「働きがいも経済成長も」、５番目の「ジェンダー

平等を実現しよう」という大きな関連性があります。女性が人間らし

く尊厳を持って生きる権利が阻害されないよう、社会の課題として目

を向けることが大切であります。

内閣府男女共同参画局では、２０２１年７月２０日時点で地方自治

体の取組の概要を発表しています。調査結果によると、取組を実施し

ている自治体の数は５８１団体です。なお、調査元としては防災備蓄

が最も多く、次いで予算措置、そして企業や住民からの寄附と続いて

います。実施割合は、１位は広島７９％、２位は東京７６％、３位は

神奈川７４％、青森は１５％となっています。

自治体の取組の工夫として、相談窓口の案内、個別ニーズの把握で

す。そして、提供方法の工夫として、公共施設や学校のトイレに生理

用品を備えることで自由に取れるようにしている、生理用品を箱に入

れておく例や民間事業者と協定を締結して無料のナプキンディスペン

サーを設置する例などがあります。また、児童生徒が抱える不安や悩

みを養護教諭などに相談できる機会となるよう、保健室で生理用品を

提供しています。

ちなみに、全国では豊島区と明石市がいち早く生理用品の無償配付

を始めて、大きく報道されました。県内でも、野辺地町では公民館、

図書館、体育館トイレ、小中学校４校にも設置しており、そのほか五

所川原市、平川市、三沢市でも無償配付を行っています。以上のよう

に生理の貧困から生理の尊厳へと移行しつつあります。ジェンダーの

平等は、喫緊の課題であります。

以上の事柄を踏まえて質問をいたします。最近では、学校や公共施

設への無償配付が行われている自治体が多くなってきました。そこで、

当町の小中学生の健康的な生活環境が大事である生理の貧困への取
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組、支援、そして生理の尊厳を大切にする社会や学校を目指すため、

町ではこの問題をどう捉えているのか。現状、認識、予算措置を含め、

今後の方針をお聞かせ願います。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） 塚本議員の質問に対する答弁を求めます。

米塚教育長。

（教育長 米塚鈴子君登壇）

〇教育長（米塚鈴子君） 塚本議員ご質問の生理の貧困についてお答えいたし

ます。

塚本議員ご質問の小中学生の健康的な生活環境が大事であるという

生理の貧困問題について、町の現状、認識、そして予算措置を含めた

今後の方針についてお答えいたします。

経済的な理由などで生理用品を入手することが難しい「生理の貧困」

問題は、新型コロナウイルス感染拡大を機に全国で一気に顕在化して

きたところでございます。

教育委員会でも、昨年の６月に学校現場の声を聞き、現状を調査い

たしましたが、日常の児童生徒の様子や保健室の利用状況などから、

ほぼ該当する児童生徒が見られないという状況でございました。地域

によって格差があるものだと捉えております。

しかしながら、生理の貧困に対する支援を求める声や国の動向、そ

してジェンダーの平等実現等の観点から、様々な事情により生理用品

の確保に困らないよう、児童生徒を支援するため、町では来年度から

各学校の現状やニーズを踏まえて、必要な数量の生理用品を配置して

いきたいと考えております。なお、配置する生理用品につきましては、

防災用品として備蓄している生理用品の中から、毎年学校で必要な個

数を補充しながら配置していく予定でございます。

児童生徒が人目を気にせず使用できるよう、学校内の女子トイレ等

に常備するなど、このコロナ禍にあっても安心して生活できる教育環

境の充実に努めてまいりたいと考えております。

〇議長（川山光則君） 再質問ありませんか。

塚本議員。

〇５番（塚本悦子君） 私も教育長さんも、このことでは十分理解しているつ

もりでございます。例えば公共施設には全てを備えるということは、
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これは難しいと思います。でも、小中学生は、ぜひお願いしたいと。

例えば具体的に、来年度は全ての中学校、小学校には配備するという

明言、お願いしたいのですけれども、いかがでしょうか。４月から大

丈夫でしょうか。

〇議長（川山光則君） 米塚教育長。

〇教育長（米塚鈴子君） 先ほども申し上げましたように、来年度から各学校

の現状とか、それから要望を踏まえまして、必要な生理用品は小中、

小泊は一貫校になりますので、５校に配備していきたいと考えており

ます。

〇議長（川山光則君） 再々質問ありませんか。

塚本議員。

〇５番（塚本悦子君） とても軟らかく考えてとかとはいつも言うのですけれ

ども、私は即やるのだという、そういう力強い声を聞きたかったです。

保健室では、そんなに問題はないそうでございます。でも、去年、私

中学校で授業を教えていますけれども、職員室のトイレは使っていま

せん。子供たちと、女子と一緒に２階、３階のトイレを使っています

が、２学期の暮れに女性たち３人がいました。そして、生理のことで

盛り上がっていました、男性には分からないように。そうなったとき

に、友達にどうですか、持っていますかと。大人の目線では、保健室

に行けばいいでしょうという考えなのですけれども、行きたくないそ

うです。ですので、ここにぽんとあればいいよねと。そこで１０分間

の休み時間に私も交えて盛り上がって、時間に間に合うように走った

状態ですが、その子供たち、今私２学期で学校行っていません。その

子供たちのあの顔を見て、いや、どうしているだろうな、来年４月に

は完全に配備できるのだという力強い声があるならば、早速伝えてあ

げたいなと、そう思っています。

そして、薄市小学校は校長先生が女性です。中学校より大変なので

すよと。中学生は、もう大体決まっています。でも、５年生、６年生

は突然どうなるか分からないのだと。そういうときにおろおろしてい

ますので、中学生より小学生のほうがとても大変なのですよと。それ

がしっかりあるならば勉強にも集中できると。本当にそうね、教育が

一番ですよねと。やはり男性には分かりにくい側面もちょっとあるか

もしれませんけれども、これは私たちが子供目線に立って、保健室に
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行くよりはあったらいいな。即小中学生の学校に設置することを期待

して、新年度、あんなに立派なこどまり学園ができたのです。外見よ

りも中身がまた伴うといいなと思っていますので、来年度考えるとい

うことでなくて、設置しますと。よろしくお願いを申し上げて質問を

終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（川山光則君） これをもちまして塚本議員の質問を終了します。

２番、今議員の質問を許可します。

今議員。

（２番 今 博子君登壇）

〇２番（今 博子君） ２番、今博子です。ただいま議長より許可をいただき

ましたので、質問させていただきます。

２０１８年３月３１日に地元紙に掲載になった記事で、「厚生労働

省に設置されている国立社会保障・人口問題研究所が推計人口を公

表」とあり、国勢調査を基にした青森県の人口は、２０１５年、１３

０万８，２６５人、そして２０４５年には８２万３，６１０人であり、

３７％の減少とありました。しかし、それよりも大変なのが我が中泊

町でありまして、２０１５年は１万１，１８７人、そして２０４５年

には４，０２１人となり、６４．１％の減少になると予測されていま

す。この推計値によると、２３年後には町の人口が半分以下になって

しまいます。また、先日の３月１日の地元紙には「転出超過、本県が

最多」と大きな見出しがあり、転出超過率も全国で青森県が最も高か

ったことにはびっくりしました。その青森県の中でも転出超過率が最

も高い風間浦村に続いて、２番目が中泊町であったことには愕然とし

ました。この状態で２５年後、中泊町が町として機能していくため、

つまり町が持続していくための取組が喫緊の課題であると思われま

す。

そこで、１つ目の質問となりますが、４か月ほど前、２０２１年１

１月に地元紙に掲載の中泊町で開催された西北地域県民局の主催の青

森県型地域共生社会の研修会では、講師が「中泊町は、高齢化率が全

国平均より５０年早く進み、後期高齢者の独居率は都心並みの高さで

あり、国の施策を待っていては遅い。中泊町発で地域づくり、つまり

中泊モデルを進化させていく必要がある」とした上で、「生活支援に

関することを別々ではなく、一体となってやるべきである」と呼びか
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けていました。どう考えても防災関係や高齢者の体調変化などでは素

早い対応が求められることから、近隣同士で助け合う地域のまとまり

が一番必要なことであると考えます。そのための兼任集落支援員の活

動の必要性は、誰もが認めるところであります。しかし、これもこの

勢いで人口減少が進むのであれば、一人一人の集落の人数を近い状態

で区分けするなど、また人数割での予算の配分など臨機応変に変えて

いかなくてはいけないと考えます。町では、この期待されるべき兼任

集落支援員の方に地域づくりのため、どのような活躍を求めているも

のなのか、そして中泊モデルとはどのような方向へと進んでいこうと

しているものかお伺いします。

そして、基幹産業である農業、漁業の第一次産業においても、人口

減少とともに高齢化は待ったなしです。後継者不足は、深刻な問題で

あると思っています。今回は、農業について質問させていただきます。

農家の全国の平均年齢は約７０歳と言われていますが、中泊町はいか

がなものでしょうか。高齢化、そして後継者不足のため、ロボット技

術や情報通信技術であるＩＣＴ、人工知能を利用するＡＩなどの先端

技術を活用したスマート農業が進められているとは思われるが、地域

農業の維持、そして継続していくため、このスマート農業などの取組

状況はいかがなものなのかお伺いします。

全国的にも様々考えられているようで、まず企業の農業参入を促し、

大きな資本の有効利用や農地の集約を通じて効率的な農業経営、そし

て農業地を必要としないハイテクな植物工場など様々な情報が流れて

います。これらを目にすると、農業の将来は非常に楽しみであるとさ

え感じています。

この農業経営について、以前町長は地域の農業の維持、継続のため

には地域の農業は将来誰が担うのかとして、地域全体で明確にしてい

かなくてはいけないと述べていましたが、これからどのような形で地

域農業の発展につなげていこうと考えているものか、そしてその取組

は進んでいるものなのかお伺いします。

以上、よろしくお願いいたします。

〇議長（川山光則君） 今議員の質問に対する答弁を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）
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〇町長（濱舘豊光君） 今議員から、ただいま日本の全ての地域、一部都会は

除かれると思いますが、抱えている課題、暮らし方、産業の維持、ど

ういうふうにしていくのだというふうなご質問だと受け止めました。

様々な課題があり、様々な解決方法があるのだと私自身思っているわ

けでありますが、今一つの解決方法なのではないかなということで取

り組んでいる集落支援員、そしてまた農業、漁業の省力化、効率化を

図るためのスマート農業、漁業等について、今町が取り組んでいるこ

とをお答えをしたいと思います。

まず、１点目の人口減少・少子高齢化の話でありますが、現状の認

識からお話をしていきたいというふうに思うわけであります。当町の

みならず全国的に人口減少、少子・高齢化が喫緊の課題として捉えら

れているというのは、今申し上げたとおりでありますが、我が町の人

口、２月１日時点、１万２５０人、５，０００世帯、高齢化率４４．

７％というのが現状であります。

地域等での見守り等の支援が必要となってくる７５歳以上の後期高

齢者が一人で生活しているという状況は９６０世帯、割合にしますと

後期高齢者独居率は１９．２％と非常に高い状況であるというのが分

かっているわけであります。

先ほど議員のほうからお話のあった社人研、国立社会保障・人口問

題研究所が４年前に公表した、当時非常にショッキングに受け止めら

れた数字なわけでありますが、この推計値によりますと、２３年後の

２０４５年には当町の人口が、中里地域、小泊地域合わせて４，０２

１人になるということが公表をされているところであります。そして

また、同時に高齢化率が６３％、４，０００人のうち６３％が６５歳

以上の高齢者ということになるということであります。

現在の人口が半分以下になるというだけでもかなりショッキングな

ことでありますが、従来の町内会の在り方では限界が迫っている。昨

年各地区を回って懇談会をやったときにも、部落で使っている集会所

の施設、集落で維持できなくなった、町でもう一回面倒を見てくれな

いかという相談があったことからも、町内会の活動についてもかなり

限界が迫っているのだろうなということで受け止めているところであ

ります。つまり人口減少が進む地域社会が、これもまたＳＤＧｓの一

環となるわけでありますが、持続可能な暮らし方というものを見つけ
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出すために残された時間というのは決して長くないのだということを

受け止めているわけであります。であればこそ、この兼任集落支援員

制度、国が考え出した制度でありますが、こういう制度、そしてまた

地域の防災は地域の人たちが何とか守っていくような形をつくるのだ

ということで、自主防災組織という考え方が出てきていて、今組織率

を上げようということで取り組んでいるわけでありますが、これらを

使いながら、それぞれの地域が持つ地域力、この地域力を高めること

で、何とか支え合いながら生きていく地域づくりというものを確立し

ていこうと、そのことが急がれているのだというふうに思っておりま

す。

我が町では、国の制度を活用しながら、県内でも早く取り組んだわ

けでありますが、平成３０年から折戸・下前地区に２名の専任ではあ

りますが、集落支援員を配置をさせていただき、地域の目配り役・相

談役・コーディネーターとして活動していただき、地域の現状・課題

を把握し、住民参加型による自治促進、そしてまた持続可能なまちづ

くりに取り組んできたところであります。

両地区での３年以上にわたる実績を基に、地域のことを熟知してい

る方が先頭に立って一つにまとまれば、人口が減っていく地域社会の

中でも地域の暮らしを守っていけるという考え方から、昨年の１０月

に町内会、行政連絡員の方々が兼務してもいいという「兼任集落支援

員」の制度をスタートさせたところであります。

活動内容は、兼任集落支援員が中心となって、それぞれの町内会の

各世帯をアンケート調査し、地域の実態を把握するという意味でアン

ケートの調査をやっているわけであります。その状況を把握する集落

点検という名前で地域のことを把握するということをやっていく手段

として、アンケートともう一つ、地区懇談会というものを開催しなが

ら、地域のことを自分のこととして把握・理解していただくことが最

初の活動内容ということになります。その話合いの中で出た課題の解

決に取り組むことが住民参加型の自治活動となり、地域のことを自分

のこととして捉え、取り組むことこそ、「支え合いの地域づくり」で

あり、人口減でも地域を守れることにつながるものと信じております。

現在、兼任集落支援員は、町内に４０町内会があるわけであります

が、小泊地域は２町内会、中里地域は１１町内会の計１３町内会が兼
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任集落支援員を配置し、取り組んでいるところであります。住民が中

心となってごみの集積場所を改修したり、高齢者の見守り活動をやろ

うということが出てきたり、除雪ボランティア作業等を行っている町

内会なども現れているところであります。

４月からは、さらに１２町内会がこの兼任集落支援員制度に取り組

みたいという意向を持っており、合わせますと合計２５町内会に取組

が拡大する見込みであり、非常に心強く思っているところであります。

兼任集落支援員には、地域住民が地域のことを自分のこととして理

解し、住民自らが考えて取り組めるように、地域をまとめるリーダー

的存在となることを強くご期待を申し上げているところであります。

昭和の時代に人口が増加し、郊外まで広がった各集落が人口減少に

より助け合い等の互助機能が低下していく中、もう一度、各町内会が

兼任集落支援員を中心に一つにまとまり、地域の課題解決に取り組み、

支え合う地域の形が「中泊モデル」だというふうに考えております。

こう申しますと、師匠である三村申吾知事からは、自分が言った「ゆ

りかごを守れ」というのを中泊モデルと言うのだったら、パクりでは

ないかとお叱りを受けるかもしれないのですが、私も全く同じに、も

ともとあった元村、それを「ゆりかご」と三村知事もおっしゃってい

るわけですが、そこを守っていくことがこれからの人口減少社会を何

とか持続可能な形にする解、答えではないかなというふうに思って、

様々な取組を行っているところであります。

続きまして、今議員２点目のご質問、これもまた人口減少により担

い手が減っていく中、維持が難しいだろうと言われている農業、この

ことについて、将来的に地域を農業で支えていくという私の町長にな

った当時からの思いを実現するための取組についてお話をさせていた

だきたいと思います。

いつも申し上げておりますとおり、我が町のスローガン、非常にす

ばらしい合併当時のスローガンだと思っているわけでありますが、「大

地の恵と海の幸 心ひとつに希望の町」、これこそが農業地域である

中里と漁業地域である小泊が合併したときの町のスローガンに最もふ

さわしいものであろうと私自身も思っているわけでありますが、今漁

業でいけば養殖を中心とする漁業、これをさらに進めていく。スマー

ト農業という言葉は、農業を担い手が少なくなっていく中でも農地を



- 31 -

大規模化し、機械を入れ、自動化することによって維持していこうと

いう取組なわけでありますが、漁業のほうにもスマート漁業という言

葉がありまして、日本を取り巻く全ての海を養殖場と同じように使え

るように変えていこうというのがスマート漁業の考え方で、現にトリ

トンというシステムができて、試験的に運用されている地域もあるわ

けであります。スマート農業などの最新技術を用いた高収益作物の栽

培などによりしっかりと食べていける一次産業、これを確立し、ひい

ては作ったものを加工し、商品として販売していく、いわゆる６次産

業化を推し進めることで、人口が減っていく中でも地域農業を維持し、

継続していくことを目指したいというふうに考えております。

農林業センサスによりますと、ふだん仕事として主に自営農業に従

事している者の男女平均年齢は、２年前の調査でいきますと６４．９

歳と農業者の高齢化が確実に進んでいることが分かるわけでありま

す。高齢によりリタイアする農業者が増加する一方で、ベテラン農業

者の経験による栽培方法から、データを活用した施肥管理や衛星測位

システムを利用した直進アシストなどに代表されるスマート農業へシ

フトする動きが世界的にも広まっております。

当町におけるスマート農業の取組状況は、３基の固定基地局により、

これＧＰＳの基地局でありますが、山間部の一部を除いた中里地域の

ほぼ全域の圃場でスマート農業機械が使用可能な環境が整いつつあり

ます。この固定基地局を活用して、トラクター６台、田植機２８台、

食味センサー付きコンバイン７台が稼働しているところであります。

スマート農業に対応する機械は高額であるため、国の補助事業等を活

用しながらスマート農業の取組拡大に取り組んでまいりたいと考えて

ございます。

現在、高齢者のリタイアにより懸念されるのが作付農地の確保であ

ることから、令和２年３月「中泊町地域農業の未来に向けての提案書」

にまとめさせていただき、認定農業者の方々を中心にご提案をさせて

いただいているところであります。農業委員会の委員の方々の理解を

得ることも重要だと考えておりまして、農業委員会のほうには近隣で

成功している事例、ぜひ視察に行ってほしいということでお願いをし

ているところであります。

町内にある３，２００ｈａの農地をフル活用するためブロック分け
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にし、効率的な土地利用型農業の実践や野菜・果樹等の高収益作物の

栽培、加工品の製造・販売による６次産業化など魅力ある複合経営の

取組によって農業所得の向上を図り、さらに若い世代が農業に参入し

やすい環境を整備し、持続可能な農業を目指していくものであります。

この提言書の実現に当たり、認定農業者をはじめ、法人等に対し今

鋭意説明を行っているところであります。本施策は着実に進んでおり、

今後も農業者の合意形成に努め、人口減少下でも地域農業の維持・継

続に向けて取り組んでまいりたいと考えております。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 再質問ありませんか。

今議員。

〇２番（今 博子君） 要望となりますが、人口減少は止められないものと思

われることから、活気のある魅力的なまちづくりを期待します。特に

子育て世代の方々にもいろんな意見を発してもらえるよう窓口を広げ

てもらいたいと思います。また、若い世代が農業に参入しやすい環境

を整備していくというただいまの答弁から、就農支援制度を充実させ、

新規就農者のサポートなどの体制を整えて、人口減少を緩やかな曲線

にとどめるよう、取り組んでもらえるようお願いいたしまして、私の

質問を終わります。

〇議長（川山光則君） これをもちまして今議員の質問を終了します。

◎散会の宣告

〇議長（川山光則君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１０時５４分
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第１回中泊町議会定例会

令和 ４年 ３月１１日（金曜日）

〇議事日程 第３号

１ 報告第 ３号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（令和３年度中泊町一般会計補正予算第１１号に

ついて）

２ 報告第 ４号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（令和３年度中泊町一般会計補正予算第１２号に

ついて）

３ 報告第 ５号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（令和３年度中泊町一般会計補正予算第１３号に

ついて）

４ 報告第 ６号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（令和３年度中泊町一般会計補正予算第１４号に

ついて）

５ 議案第 ８号 令和４年度中泊町一般会計予算について

６ 議案第 ９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計予算につ

いて

７ 議案第１０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計予算につ

いて

８ 議案第１１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算

について

９ 議案第１２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算

について

１０ 議案第１３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて

１１ 議案第１４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計予算について

１２ 議案第１５号 中泊町職員定数条例の一部改正について

１３ 議案第１６号 中泊町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

について

１４ 議案第１７号 中泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
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について

１５ 議案第１８号 中泊町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部改正について

１６ 議案第１９号 中泊町立小、中学校設置条例の一部改正について

１７ 議案第２０号 中泊町総合文化センター条例の一部改正について

１８ 議案第２１号 令和３年度中泊町一般会計補正予算第１５号につ

いて

１９ 議案第２２号 令和３年度中泊町国民健康保険特別会計補正予算

第４号について

２０ 議案第２３号 令和３年度中泊町介護保険事業特別会計補正予算

第６号について

２１ 議案第２４号 令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計補正

予算第１号について

２２ 議案第２５号 令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計補正

予算第１号について

２３ 議案第２６号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計補正予

算第１号について

２４ 議案第２７号 令和３年度中泊町水道事業特別会計補正予算第３

号について

２５ 議案第２８号 中泊町教育委員会委員の任命について

２６ 議案第２９号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める

の件

２７ 議案第３０号 中泊町認知症高齢者グループホームに係る指定管

理者の指定について

２８ 議案第３１号 中泊町すくすくしたまえ館に係る指定管理者の指

定について

２９ 議案第３２号 中泊町一般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の

指定について

３０ 議案第３３号 中泊町総合文化センター文化ホールに係る指定管

理者の指定について

３１ 発議第 １号 議員派遣について

３２ 次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項について

〇追加議事日程（第３号の追加）
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１ 議案第３４号 工事請負契約の締結について

２ 議案第３５号 工事請負契約の締結について

〇出席議員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 川 山 光 則 君

〇欠席議員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 毛 内 康 裕 君

財 政 課 長 山 中 哲 哉 君

総 合 戦 略 課 長 三 上 晃 瑠 君

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 三 上 康 栄 君

福 祉 課 長 下 山 貴 子 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光 越 野 進 一 君
課 長

小 泊 支 所 長 藤 田 康 久 君

教 育 次 長 葛 西 成 芳 君

教 育 課 長 長 利 香代子 君

会 計 課 長 藤 田 順 悦 君
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上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 宮 越 裕 子 君

総 務 課 副 参 事 田 中 綾 人 君

総 務 課 木 村 将 師 君
行 政 情 報 係
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇議長（川山光則君） ただいまの出席議員数は１３人です。定足数に達して

いますので、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

本日は議案の審議を行います。

◎日程第１ 報告第３号

〇議長（川山光則君） 日程第１、報告第３号 専決処分した事項の報告及び

承認を求めるの件を議題にします。

本件について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 報告第３号 専決処分した事項の報告及び承認を

求めるの件についてご説明申し上げます。

令和４年１月２６日付で専決処分をいたしました専決第２号は、令

和３年度中泊町一般会計補正予算第１１号であります。

新型コロナウイルスワクチン個別追加接種の実施及び除排雪経費の

不足のため、所要の予算補正を要することから、専決処分をしたもの

であります。

２ページを御覧願います。今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５，２７６万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１１３億３，４７５万円とするものでありま

す。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により

歳出からご説明いたします。

５ページを御覧願います。３、歳出。第４款衛生費、第１項保健衛

生費、第８目緊急対策費、１２節委託料に新型コロナウイルスワクチ

ン追加接種の実施に伴う経費として２７６万円を計上しております。

第８款土木費、第２項道路橋梁費、第３目防雪対策費に町道除雪委

託料５，０００万円を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。２、歳入では、歳出の関連

において、第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金、第２目衛生費負

担金に新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金１４３万５，０
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００円を、第２項国庫補助金、第３目衛生費補助金に新型コロナウイ

ルスワクチン接種体制確保事業費臨時補助金１３２万３，０００円を

計上しております。

第１８款繰入金、第１項基金繰入金、第１目財政調整基金繰入金に、

今回の補正財源として５，０００万２，０００円を計上しております。

以上、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１１号についてご説明

いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

報告第３号を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり承認することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、報告第３号は承認することに決定しました。

◎日程第２ 報告第４号

〇議長（川山光則君） 日程第２、報告第４号 専決処分した事項の報告及び

承認を求めるの件を議題にします。

本件について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 報告第４号 専決処分した事項の報告及び承認を

求めるの件についてご説明申し上げます。

令和４年２月１日付で専決処分をいたしました専決第３号は、令和

３年度中泊町一般会計補正予算第１２号であります。

新型コロナウイルスワクチン集団追加接種等の実施に伴い、所要の

予算補正を要することから、専決処分をしたものでございます。

２ページを御覧願います。今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算



- 39 -

の総額に歳入歳出それぞれ４３８万８，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１１３億３，９１３万８，０００円と

するものでございます。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により

歳出からご説明いたします。

６ページを御覧願います。３、歳出。第４款衛生費、第１項保健衛

生費、第８目緊急対策費に新型コロナウイルスワクチン集団追加接種

等の実施に伴う経費として、３節職員手当等から１３節使用料及び賃

借料まで、合計で４３８万８，０００円を計上しております。

次に、歳入についてご説明申し上げます。５ページにお戻り願いま

す。２、歳入では、歳出の関連において、第１４款国庫支出金、第１

項国庫負担金、第２目衛生費負担金に新型コロナウイルスワクチン接

種対策費負担金２９３万２，０００円を、第２項国庫補助金、第３目

衛生費補助金に新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費臨時

補助金１４４万８，０００円を計上しております。

第１８款繰入金、第１項基金繰入金、第１目財政調整基金繰入金に、

今回の補正財源として８，０００円を計上しております。

以上で令和３年度中泊町一般会計補正予算第１２号についてご説明

いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

報告第４号を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり承認することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、報告第４号は承認することに決定しました。
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◎日程第３ 報告第５号

〇議長（川山光則君） 日程第３、報告第５号 専決処分した事項の報告及び

承認を求めるの件を議題にします。

本件について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 報告第５号 専決処分した事項の報告及び承認を

求めるの件についてご説明申し上げます。

令和４年２月９日付で専決処分をいたしました専決第４号は、令和

３年度中泊町一般会計補正予算第１３号であります。

除排雪経費の不足のため、所要の予算補正を要することから、専決

処分をしたものであります。

２ページを御覧願います。今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５，０００万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１１３億８，９１３万８，０００円とするも

のであります。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により

ご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。５ページを御覧願います。

３、歳出。第８款土木費、第２項道路橋梁費、第３目防雪対策費に町

道除雪委託料５，０００万円を計上しております。

次に、歳入についてご説明申し上げます。２、歳入では、歳出の関

連において、第１８款繰入金、第１項基金繰入金、第１目財政調整基

金繰入金に、今回の補正財源として５，０００万円を計上しておりま

す。

以上、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１３号についてご説明

いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。
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報告第５号を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり承認することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、報告第５号は承認することに決定しました。

◎日程第４ 報告第６号

〇議長（川山光則君） 日程第４、報告第６号 専決処分した事項の報告及び

承認を求めるの件を議題にします。

本件について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 報告第６号 専決処分した事項の報告及び承認を

求めるの件についてご説明申し上げます。

令和４年２月２２日付で専決処分をいたしました専決第５号は、令

和３年度中泊町一般会計補正予算第１４号であります。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及びその影響下にある地

域経済の維持回復を図る支援事業を実施するため、所要の予算補正を

要することから、専決処分をしたものであります。

２ページを御覧願います。今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１，１６９万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１１４億８２万８，０００円とするものであ

ります。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により

ご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。６ページを御覧願います。

３、歳出。第２款総務費、第１項総務管理費、第１４目財政調整基金

費、２４節積立金に２８８万３，０００円を、第２２目緊急対策費、

１０節需用費に庁舎等の消毒液等購入経費７７万１，０００円を、１

８節負担金、補助及び交付金に津軽鉄道事業継続支援事業として３０

０万円を計上しております。

第３款民生費、第１項社会福祉費、第８目緊急対策費に、町内の高

齢者福祉施設及び障害者福祉施設への抗原検査キット等を配布する経
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費として、合計で６１万７，０００円を計上しております。

第２項児童福祉費、第８目子ども・子育て緊急支援対策事業費で、

町内４か所のこども園及び学童保育施設への消毒薬・抗原検査キット

等及び薄市こども園へのタブレット型サーマルカメラ購入費で、合計

で１５０万３，０００円を計上しております。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第８目緊急対策費で、町内４医

療機関への医療用マスク等の配布及び小泊診療所へのタブレット型サ

ーマルカメラ購入費で、合計で１２５万１，０００円を計上しており

ます。

第７款商工費、第１項商工費、第４目緊急経営支援対策費、１２節

委託料に、事業復活支援金申請支援窓口設置に係る経費として１６６

万５，０００円を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。５ページにお戻り願います。

２、歳入では、歳出の関連において、第１５款県支出金、第２項県補

助金、第１目総務費補助金に、青森県新型コロナウイルス感染症市町

村総合対策事業費補助金１，１６９万円を計上しております。

４ページを御覧願います。第２表繰越明許費補正、１、追加では、

第７款商工費、第１項商工費、折腰内交流施設緊急対策事業について、

年度内にその支出が終わらないことから、翌年度に繰り越して使用す

るため設定するものでございます。

以上、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１４号についてご説明

いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

報告第６号を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり承認することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）



- 43 -

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、報告第６号は承認することに決定しました。

◎日程第５ 議案第８号から日程第１１ 議案第１４号ま

で

〇議長（川山光則君） 日程第５、議案第８号 令和４年度中泊町一般会計予

算についてから日程第１１、議案第１４号 令和４年度中泊町水道事

業特別会計予算についてまでを一括議題とします。

本予算については、予算特別委員会に付託して審査いたしましたの

で、委員長に審査結果の報告を求めます。

荒関富雄委員長。

（予算特別委員長 荒関富雄君登壇）

〇予算特別委員長（荒関富雄君） 去る３月３日の本会議において、予算特別

委員会に付託されました議案第８号から議案第１４号までの令和４年

度中泊町一般会計歳入歳出予算及び各特別会計歳入歳出予算につい

て、３月９日及び１０日の２日間にわたり慎重に審査いたしましたと

ころ、全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決定しましたの

で、ご報告いたします。

以上です。

〇議長（川山光則君） 委員長報告が終わりましたので、これから令和４年度

中泊町一般会計予算及び各特別会計予算についての総括質疑を行いま

す。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第８号から議案第１４号までを一括して採決します。

お諮りします。本案は委員長報告のとおり可決することにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８号から議案第１４号については委員長報告の
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とおり可決されました。

◎日程第１２ 議案第１５号

〇議長（川山光則君） 日程第１２、議案第１５号 中泊町職員定数条例の一

部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第１５号 中泊町職員定数条例の一部改正に

ついてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの５ページを御覧願います。地方自治法第１７２

条第３項の規定により、地方自治体の職員定数は条例で定めることと

されておりますが、今般、令和４年度から令和８年度までの定員管理

計画を定めたことに伴い、職員定数を改める必要があることから、条

例の一部を改正するものです。

改正内容については、条例等新旧対照表によりご説明いたします。

新旧対照表の１ページを御覧願います。この改正は、第２条各号に規

定する各部局の人数を変更するものです。その第１号「町長の事務部

局の職員」は１１５人から１０８人に、第３号の「選挙管理委員会事

務部局の職員」は９人のうち併任８人から併任８人に、第４号の「監

査委員の事務部局の職員」は併任１人から併任２人に、第５号の「教

育委員会の事務部局の職員」は３０人から１７人に、第６号の「農業

委員会の事務部局の職員」は併任５人から併任４人に、第７号の「水

道事業の職員」は７人から６人に、合計で１６０人から１２７人にそ

れぞれ改めるものです。

なお、第２号「議会の事務部局の職員」については、現行の人数の

ままで変更はありません。

以上、議案第１５号 中泊町職員定数条例の一部改正についてのご

説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第１５号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１３ 議案第１６号

〇議長（川山光則君） 日程第１３、議案第１６号 中泊町職員の育児休業等

に関する条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第１６号 中泊町職員の育児休業等に関する

条例の一部改正についてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの７ページを御覧ください。この条例の改正は、

「妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のための措置」として育児休

業取得要件の緩和を講ずるため、条例の一部を改正するものです。

改正内容については、条例等新旧対照表によりご説明いたします。

新旧対照表の１ページを御覧ください。第２条中第３号イの１「任命

権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に引き続き在職した

期間が１年以上である非常勤職員」を削り、第２号を第１号としてお

ります。

２ページを御覧ください。第３号の「特定職に引き続き」を「引き

続いて任命権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に」に改

め、繰り上げております。

また、第１９条第２号中「次のいずれにも該当する」を「勤務日の

日数及び勤務日ごとの勤務期間を考慮して規則で定める」に改め、同

号イ及びロを削るものです。

以上で議案第１６号 中泊町職員の育児休業等に関する条例の一部

改正についての説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。
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質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第１６号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１４ 議案第１７号

〇議長（川山光則君） 日程第１４、議案第１７号 中泊町報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第１７号 中泊町報酬及び費用弁償に関する

条例の一部改正についてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの９ページを御覧ください。この条例の改正は、

選挙執行における報酬額を最低賃金より下回らないようにするため、

条例の一部を改正するものです。

改正内容については、条例等新旧対照表によりご説明いたします。

新旧対照表の３ページを御覧ください。別表第１の報酬額、選挙管理

委員会の部中において、投票管理者の報酬を日額１万円から１万１，

０００円に、期日前投票管理者の報酬を日額８，８００円を１万１，

０００円に、投票立会人の報酬を日額８，２００円から９，２００円

に、期日前投票立会人の報酬を日額７，２００円から９，６００円に

改めるものです。

以上で議案第１７号 中泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部

改正についてのご説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。
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質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第１７号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１５ 議案第１８号

〇議長（川山光則君） 日程第１５、議案第１８号 中泊町消防団員の定員、

任免、給与、服務等に関する条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第１８号 中泊町消防団員の定員、任免、給

与、服務等に関する条例の一部改正についてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの１１ページを御覧ください。この条例の改正は、

地域防災力の要として極めて重要な役割を担っている消防団員の報酬

額を引き上げ、団員を確保するための条例の一部を改正するものです。

改正内容については、条例等新旧対照表によりご説明いたします。

新旧対照表の４ページを御覧ください。第１４条においては、年額報

酬を別表第１に定め、各階級ごとに額を引き上げております。また、

出動に応じて出動報酬を支給することと定めており、５ページを御覧

ください。別表第２のとおり出動区分を明確にし、出動時間数に応じ

た額を定めております。

第１５条においては、前条の場合を除き、旅費及び費用弁償を別表

第３及び第４のとおり支給することと定めております。

以上で議案第１８号 中泊町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部改正についてのご説明といたします。
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〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

５番、塚本悦子議員。

〇５番（塚本悦子君） 別表第２の第１４条の関係の支給単位の出動時間、こ

れについて、誰がこの時間をチェックするのか、それとも団員の自己

申告になるのか、そこをお聞きしたいのですけれども。

〇議長（川山光則君） 毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 塚本議員のご質問にお答えいたします。

この出動時間については、各分団の団長、また責任者に誰が何時間

ということで報告を上げてもらうことになっております。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） ５番、塚本議員。

〇５番（塚本悦子君） 質問ではないですが、このように報酬及びこれを向上

させてあげたことは、とてもよいことだと思います。団員も士気が高

まるということで、非常によかったと思いますので、これからも何か

要望がございましたら、迅速に対応していただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

１０番、沖崎議員。

〇１０番（沖崎 勲君） 本案はいいわけですけれども、関連して北部事務組

合のほうだけれども、団員でなく、向こうのほうだからちょっと言い

にくいわけですけれども、町長が副管理者ということもありますので。

聞きたいのは給料の面で、今、普通に採用するときは救命士の免許と

いうか、それない人とある人が、免許を取って入る人と、なくても採

用になると、これの給料の差はあるわけですか、町長。私はないと思

うのだけれども。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） よその自治体の話を私がこの場で答えるというのはあ

れなのですが、副管理者の立場でお答えをさせていただきます。

私の知り得る限りでは、その資格を持っている人間と持っていない

人間、いわゆる救急救命士の資格あるなしで初任給の金額が違うとい

うのは聞いていなかったと思います。よって、同じだというふうに理
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解をしております。

〇議長（川山光則君） １０番、沖崎議員。

〇１０番（沖崎 勲君） 場所違いで大変申し訳ないですけれども、実は先般

救急車に世話になった例が、私でなくて、例がありまして、消防署に

行ったら、救命士の資格がある人が事務関係をやっている、そしてま

た資格のない人がそちらのほうにいると。救命士の資格ある人は、や

っぱり事務関係はちょっともったいないなと思いますので、人事の関

係とかいろんな、場が違う場で、副管理者でもありますので、町長に

その点、答弁は要りませんけれども、私も向こうのほうで聞きたいと

思うわけですけれども、適材適所まではいかなくても、やっぱり救命

士は救命士のほうと、ない人は事務関係と、その点をひとつ頭に入れ

ておいて、お願いします。

終わります。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第１８号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１６ 議案第１９号

〇議長（川山光則君） 日程第１６、議案第１９号 中泊町立小、中学校設置

条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

長利教育課長。

〇教育課長（長利香代子君） 議案第１９号 中泊町立小、中学校設置条例の

一部改正についてご説明申し上げます。
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提出議案書つづりの１４ページを御覧ください。この条例の改正は、

中泊町立小泊小学校と中泊町立小泊中学校を小中一貫校とし、現在の

設置位置から移転するため、中泊町立小泊小学校及び中泊町立小泊中

学校の住所を改める必要があることから、条例の一部を改正するもの

であります。

条例の改正内容につきましては、条例等新旧対照表によりご説明い

たします。恐れ入りますが、新旧対照表の６ページを御覧ください。

別表第１中「中泊町大字小泊字砂山１０７６番地１」を「中泊町大字

小泊字砂山１０７６番地３」とし、別表第２中「中泊町大字小泊字鮫

貝１９６番地１８８」を「中泊町大字小泊字砂山１０７６番地３」に

改めるものです。

本改正条例の施行日は、令和４年４月１日からといたしております。

以上、議案第１９号 中泊町立小、中学校設置条例の一部改正につ

いての説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第１９号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１７ 議案第２０号

〇議長（川山光則君） 日程第１７、議案第２０号 中泊町総合文化センター

条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

長利教育課長。
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〇教育課長（長利香代子君） 議案第２０号 中泊町総合文化センター条例の

一部改正についてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの１６ページを御覧ください。この条例の改正は、

中泊町博物館今泉分館の当初の設置目的であります町民の文化の向上

及び発展に寄与することが達成されたとともに、開館状況の停滞から

今後の使用の見込みがないので、用途を廃止するため条例の一部を改

正するものであります。

条例の改正内容につきましては、条例等新旧対照表によりご説明い

たします。恐れ入りますが、新旧対照表の６ページを御覧ください。

第２１条第２項の表中「中泊町博物館今泉分館」及び「中泊町大字今

泉字布引１１５番地１」を削るものです。

本改正条例の施行日は、公布の日からといたしております。

以上、議案第２０号 中泊町総合文化センター条例の一部改正につ

いての説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

１０番、沖崎議員。

〇１０番（沖崎 勲君） 本案には賛成しますが、また関連です。今泉の学校、

博物館か、中にいろんな、あまり大事でないもの、らしいものがいっ

ぱい入っているわけですけれども、投げるわけにはいかないしと。こ

れは、中里高校が今要らないと、これは中里高校のほうに収めるとか、

借りるとか、相手が県なので、これはどのようなものか、考えたこと

あるか。私は、あの古いものは投げてもらいたいと思うのだけれども、

そうはいかないらしくて、誰か、担当。

〇議長（川山光則君） 三上総合戦略課長。

〇総合戦略課長（三上晃瑠君） 沖崎議員のご質問にお答えいたします。

中里高校、３月で閉校となりますので、来週、町のほうで県の学校

施設課のほうと協議をまた引き続き進めまして、賃貸借契約を締結し

て、今、今泉分館にある資料、展示物を中里高校のほうに運搬する計

画を立てているところでございます。

以上です。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

６番、荒関議員。
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〇６番（荒関富雄君） この提案理由なのです、私が引っかかるのは。当初設

置した目的、説明してください。設置した目的と、それが達成された

と、どう目的が達成されたのか。今のまた課長の答弁だと、沖崎議員

の質問に、そのまま残ったもの、捨てるわけにいかないからどこかへ

移すとか、そういうお話がどういう形でどうなったのか、この提案理

由についての説明を求めます。

〇議長（川山光則君） 長利教育課長。

〇教育課長（長利香代子君） ただいまの荒関議員のご質問にお答えいたしま

す。

町行政改革大綱では、職員、町民の意識改革や事務事業、組織機構

の見直しによる改革を進めていまして、町行政運営のその目的を果た

した施設については積極的な払下げを行っていることから、当該施設

を売却する方向で協議を進めていきたいということを考えておりま

す。

以上です。

〇議長（川山光則君） ６番、荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） では、そう言えばいいではないですか。あと、その後

の経緯が分からないから、みんな疑問に思っていることをこの場で質

問するのです。説明するのであれば、もうちょっと丁寧な、流れがど

ういう流れになっていくのかということをきちんと説明してもらわな

いと、なかなか承諾できかねるような説明の仕方だと、これからの議

事進行にいろいろ支障を来すと思いますので、今後気をつけていただ

ければと思います。

以上で終わります。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 旧今泉小学校、今博物館の分館として使用している建

物及び土地の件で条例改正を提案しているわけでありますが、この建

物の部分については欲しいという人がいるということで、先般議員説

明会の際にご説明を差し上げたというふうに私自身は記憶しておりま

す。

今条例改正の提案理由についての内容と、以前説明したのと違うで

はないかということでありますが、説明した内容につきましては、い

わゆる欲しい人がいる、町としては処分について考えていきたい、つ
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いてはそこに入っているものについては別な場所に移すということを

考えていきたいということを説明していたはずであります。欲しいと

いう人については、様々議員の皆さんからのご意見を入れながら、公

募して決めるということにいたしたものですから、今回条例上の目的

を廃止しなければいけないということで提案をさせていただいた、そ

この提案理由のところに食い違いというか、説明不足があったことは

おわびを申し上げたいと思います。

ただ、建物につきましては手続上、やはり公募して、欲しいという

人に売るためにではなくて、公募してどの人に売るのか。それは、前

提としては欲しい人が現実におられるということからスタートするわ

けでありますが、公平性の観点から公募をするのだと、そのためには

条例を一旦廃止して、行政財産としての目的を終わらせなければいけ

ないと。その後に、今沖崎議員のほうからご質問のあった中里高校あ

るではないかというのは、これはまだ最終決定されていないわけであ

りますが、県のほうから地元自治体に優先的に、まず考えたいと、お

渡しするとかということを考えたいと。以前から県とは協議をしてき

たのですが、中里高校の譲渡については今すぐにではなくて、２年後

くらいになるだろうと。と申しますのは、ＰＴＡ等が建てた生徒会館

とかありまして、その撤去とか様々な問題がありますので、そこは打

合せをしながら、町としても県から譲渡いただくという前提で協議を

進めてまいりたいと。その使い方については、今、今泉分館の物を取

りあえず移すのに借りて、県から借りて移すということは考えている

のですが、また議員の皆様方にご相談を差し上げながら決めていきた

いなと思っております。

細かく言うと、あとほかに学校の前の道路とかも、実際バスが走っ

ていたりするものですから、今閉校になると、この道路も使えなくな

れば困るというのもあって、そこの交渉も事前に県のほうとはさせて

いただいておりました。そのことにつきましてもしっかり決まりまし

たら、また何らかの方法で議員各位にはお知らせをしていきたいなと

思っております。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） よろしいでしょうか。

（「なし」の声あり）
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〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２０号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１８ 議案第２１号

〇議長（川山光則君） 日程第１８、議案第２１号 令和３年度中泊町一般会

計補正予算第１５号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 議案第２１号 令和３年度中泊町一般会計補正予

算第１５号についてご説明申し上げます。

今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２億４，６２６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１１６億４，７０８万８，０００円とするものであります。

歳入歳出予算補正の主なものについて、歳入歳出補正予算事項別明

細書によりご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。１７ページを御覧願いま

す。３、歳出。第２款総務費、第１項総務管理費、１９ページを御覧

ください。第１４目財政調整基金費、２４節積立金に４億８，４１９

万４，０００円を、第１５目減債基金費、２４節積立金に４，２４０

万４，０００円を計上しております。

２０ページを御覧願います。第３款民生費、第１項社会福祉費、２

１ページを御覧願います。第６目障害者福祉費、１９節扶助費に、障

害者自立支援給付費１，７５２万７，０００円を計上しております。

第２項児童福祉費、２２ページを御覧ください。第３目子ども・子

育て支援事業費、１８節負担金、補助及び交付金に保育士等処遇改善
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臨時特例事業補助金５７６万４，０００円を計上し、１９節扶助費で

施設型給付費（町内）から施設等利用給付費まで合計で１，３７９万

円を減額しております。

２３ページを御覧願います。第４款衛生費、第１項保健衛生費、第

１目保健衛生総務費、２７節繰出金で、国民健康保険特別会計（事業

勘定）から国民健康保険特別会計（診療施設勘定）まで、額の確定に

より合計で３，０９８万７，０００円を計上しております。

２４ページを御覧願います。第５目老人保健対策費、２７節繰出金

で、後期高齢者医療特別会計繰出金の額の確定により、４１４万８，

０００円を減額しております。

２７ページを御覧願います。第６款農林水産業費、第４項農地費、

第２目土地改良費、１８節負担金、補助及び交付金で、国の補正予算

に係る事業として、県営十三湖地区経営体育成基盤整備事業負担金１

億６２２万１，０００円を計上しております。

３０ページを御覧ください。第８款土木費、第２項道路橋梁費、３

１ページを御覧願います。第４目橋梁維持費、１２節委託料で、橋梁

定期点検３０５万５，０００円、測量・設計等１，３８６万５，００

０円、合計で１，６９２万円を減額しております。

３２ページを御覧ください。第９款消防費、第１項消防費、第１目

常備消防費、１８節負担金、補助及び交付金で、令和３年度分の消防

署建設事業費等の変更等により、９，８２３万１，０００円を減額し

ております。

第１０款教育費、第１項教育総務費、３３ページを御覧願います。

第３目学校建設費、１２節委託料から１７節備品購入費まで、こどま

り小中学校建設工事等の契約実績に基づき２億１，２４５万１，００

０円を減額いたしております。

第２項小学校費、３４ページを御覧願います。第６目中里小学校緊

急対策費から第９目小泊小学校緊急対策費で、管内小学校の新型コロ

ナウイルス感染症予防対策のための消耗品及び備品購入に係る経費を

計上しております。

第３項中学校費、３５ページを御覧願います。第５目中里中学校緊

急対策費、第６目小泊中学校緊急対策費においても、新型コロナウイ

ルス感染症予防対策のための消耗品及び備品購入に係る経費を計上い
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たしております。

３７ページを御覧ください。第６項小中一貫校費、第１目学校管理

費では、こどまり学園の開園準備に係る施設経費１１２万５，０００

円を計上しております。そのほか、既定予算額の精査や事業費の確定

などにより、所要の予算補正を行っております。

次に、歳入について主なものをご説明いたします。１１ページにお

戻り願います。２、歳入。第１款町税、第１項町民税、第１目個人町

民税及び第２目法人町民税で、合計５，６５８万９，０００円を計上

し、第２項固定資産税では５，５８９万９，０００円を計上しており

ます。

第９款地方交付税、第１項地方交付税、第１目地方交付税では、国

の普通交付税の追加交付に伴い、１億４，０５０万９，０００円を計

上しております。

１２ページを御覧ください。第１４款国庫支出金、第２項国庫補助

金、第１目総務費補助金で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金１億８，５４６万７，０００円を計上し、１３ページを御

覧願います。第５目教育費補助金、２節中学校費補助金に、こどまり

小中学校建設に係る学校施設環境改善交付金１億３，３３８万７，０

００円を計上しております。

第１５款県支出金、第１項県負担金、１４ページを御覧願います。

第３目衛生費負担金で、事業費の確定により国民健康保険保険基盤安

定負担金から後期高齢者医療保険基盤安定負担金まで、合計５２７万

９，０００円を計上しております。

１５ページを御覧ください。第１６款財産収入、第２項財産売払収

入、第２目不動産売払収入では、下前みなと団地２区画の町有財産売

払収入５７９万円を計上しております。

第１８款繰入金、第１項基金繰入金、第２目合併振興基金繰入金及

び第３目森林環境譲与税基金繰入金で、合計３，０４０万３，０００

円を減額しております。

１６ページを御覧ください。第２１款町債、第１項町債、第３目農

林水産業債、１節農業基盤整備事業債に県営十三湖地区経営体育成基

盤整備事業１億９０万円を計上し、第６目教育債、１節教育総務債に

おいて、こどまり小中学校建設事業３億４，６５０万円を減額してお
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ります。その他、事業費の確定などに伴い、それぞれ減額しておりま

す。

次に、継続費補正、繰越明許費補正、債務負担行為補正、地方債補

正についてご説明いたします。６ページを御覧願います。第２表継続

費補正、１、変更では、令和２年度から令和３年度まで設定した、こ

どまり小中学校建設事業について、それぞれ契約実績に合わせて年割

額を変更しております。

第３表繰越明許費補正、１、追加では、第２款総務費、第１項総務

管理費、行政手続オンライン化システム改修から第１０款教育費、第

３項中学校費、小泊中学校保健特別対策事業の１０事業において、年

度内にその支出が終わらないことから、翌年度に繰り越して使用する

ため設定するものであります。

７ページを御覧願います。第４表債務負担行為補正、１、追加では、

指定管理者制度による公の施設の管理運営業務及び令和４年度で予定

する事業において、本年度で契約の締結を要するものについて追加設

定し、２、変更では、五所川原地区消防事務組合負担金について、期

間及び限度額を変更しております。

８ページを御覧願います。第５表地方債補正、１、変更では、県営

十三湖地区経営体育成基盤整備事業から、こどまり小中学校建設事業

までの６事業について、事業費の確定等に伴い限度額をそれぞれ変更

しております。

以上、令和３年度中泊町一般会計補正予算第１５号についてご説明

いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

４番、秋元議員。

〇４番（秋元 隆君） ３３ページのこどまり小中学校の建設工事について、

ちょっと確認したいのですけれども、１億８，０００万円減額してい

ますけれども、これは工事額の変更はない、ただ予算の減額だけとい

うことですか。工事請負契約は、そのままの金額ということでよろし

いのですか。

〇議長（川山光則君） 長利教育課長。

〇教育課長（長利香代子君） ただいまの秋元議員のご質問にお答えします。
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そのとおりでございます。

〇議長（川山光則君） よろしいでしょうか。

〇４番（秋元 隆君） はい。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

６番、荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） ３２ページの消防事務組合、かなりな額の減額補正な

のですけれども、まさかこれだけ工事が安くできたという減額なのか、

そこら辺。

〇議長（川山光則君） 山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 荒関議員のご質問にお答えします。

９，８００万円減額、これは６，３００万円が令和４年度のほうに、

工期延長にかかって行っております。それで、令和３年度分が６，３

００万円安くなって、あと負担金の減もあって、この金額に。ですの

で、丸々工事費がこれだけ安くなったというわけではございません。

要は工事に関する負担金が工期延長により令和３年度から令和４年度

に移っていますので、その分でこの金額、９，８００万円、丸々９，

８００万円ではない、６，３００万円が令和４年度のほうに移ってご

ざいます。

以上であります。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２１号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１９ 議案第２２号
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〇議長（川山光則君） 日程第１９、議案第２２号 令和３年度中泊町国民健

康保険特別会計補正予算第４号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上町民課長。

〇町民課長（三上康栄君） 議案第２２号 令和３年度中泊町国民健康保険特

別会計補正予算第４号についてご説明いたします。

事業勘定の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ３，９４８万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１６億９，６１６万２，０００円とし、診療施設勘定の

補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３１万４，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，

２６８万８，０００円とするものであります。

補正する歳入歳出予算について、歳入歳出補正予算事項別明細書に

より、事業勘定の歳出からご説明いたします。

１０ページを御覧願います。３、歳出。第７款基金積立金、第１項

基金積立金、第１目財政調整基金積立金に２，５０２万４，０００円

を計上しております。

第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、第６目償還金にお

いて、国庫支出金過年度分返還金として７１万円を計上しております。

１１ページを御覧願います。第２項繰出金、第１目直営診療施設勘

定繰出金において、１，３７５万５，０００円を計上しております。

小泊診療所の運営費として県から交付される特別調整交付金を診療施

設勘定に繰り出しするものであります。

次に、歳入であります。８ページにお戻り願います。２、歳入。第

３款国庫支出金、第１項国庫補助金、第１目災害臨時特例補助金にお

いて、新型コロナウイルス感染症の影響により、減収した世帯へ国の

基準に基づき国民健康保険税の減免を行ったことに対する財政措置と

して、合計６０万５，０００円を、第２目社会保障・税番号システム

整備費補助金で、マイナンバーカードの健康保険証利用申込支援に係

る補助金として、１１万円を計上しております。

第４款県支出金、第１項県補助金、第１目保険給付費等交付金にお

いて、２節特別交付金に１，７０９万１，０００円を計上しておりま

す。
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第６款繰入金、第１項一般会計繰入金、第１目一般会計繰入金にお

いて、１節保険基盤安定繰入金（軽減分）から９ページを御覧願いま

す。５節財政安定化支援事業繰入金まで、それぞれ額が確定したこと

により、合計で２，１４４万４，０００円を計上しております。

以上で事業勘定の説明を終わります。

続いて、診療施設勘定について、歳出からご説明いたします。１７

ページを御覧願います。３、歳出。第２款医業費、第１項医科用医業

費、第１目機械器具費において、在宅酸素治療法器具借上料で１５万

円減額し、第２目医薬材料費で医薬材料費８８万円計上し、検査等の

手数料７万円減額し、合計で６６万円を計上しております。

第２項歯科用医業費、第２目医薬材料費で、歯科技工師手数料を５

１万円減額しております。

次に、歳入であります。恐れ入りますが、１４ページにお戻り願い

ます。２、歳入。第１款診療収入、第１項医科外来収入において、第

１目国民健康保険診療報酬収入から、第６目労災・その他診療報酬収

入まで、精査の上、合計で１，４４３万４，０００円を減額しており

ます。

第２項歯科外来収入においても、第１目国民健康保険診療報酬収入

から、１５ページを御覧願います。第６目労災・その他診療報酬収入

まで、精査の上、合計で１，０６４万５，０００円を減額しておりま

す。

第３項その他診療収入、第１目施設管理収入において、４５万円を

計上しております。

１６ページを御覧願います。第４款繰入金、第１項他会計繰入金、

第１目事業勘定繰入金において、１，３７５万５，０００円を計上し

ております。

第２目一般会計繰入金において、９５４万３，０００円を計上して

おります。

第８款国庫支出金、第１項国庫補助金、第１目発熱外来診療体制確

保支援補助金において、２９９万９，０００円を計上しております。

以上で議案第２２号 令和３年度中泊町国民健康保険特別会計補正

予算第４号についてご説明いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。



- 61 -

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２２号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２０ 議案第２３号

〇議長（川山光則君） 日程第２０、議案第２３号 令和３年度中泊町介護保

険事業特別会計補正予算第６号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

下山福祉課長。

〇福祉課長（下山貴子君） 議案第２３号 令和３年度中泊町介護保険事業特

別会計補正予算第６号についてご説明申し上げます。

今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１，６７７万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１８億８，３１６万７，０００円とするものであります。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により、

その主なものについてご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。１０ページを御覧くださ

い。３、歳出。第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、第１

目介護サービス給付費、１８節負担金、補助及び交付金で、介護療養

型施設利用者の減による施設介護サービス給付費２，７９２万８，０

００円を、グループホーム利用者等の減により地域密着型介護サービ

ス給付費２，３０３万３，０００円など合計３，３９５万３，０００

円を減額しております。

１１ページを御覧ください。第３款地域支援事業費、第１項介護予
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防・生活支援サービス事業費、第１目介護予防・生活支援サービス事

業費、１８節負担金、補助及び交付金で、負担金合計７９７万７，０

００円を減額しております。

１２ページを御覧ください。第４款基金積立金、第１項基金積立金、

第１目介護給付費準備基金積立金、２４節積立金に、介護給付費準備

基金積立金６，６３５万７，０００円を計上しております。

次に、歳入について主なものをご説明いたします。６ページを御覧

ください。２、歳入。第１款保険料、第１項介護保険料、第１目第１

号被保険者保険料で、今年度の賦課及び収納状況等を踏まえ２，１７

４万６，０００円を計上しております。

その他、歳出との関連において、第３款国庫支出金、第１項国庫負

担金、第１目介護給付費負担金に１，５９０万３，０００円を計上し、

７ページを御覧ください。第４款支払基金交付金、第１項支払基金交

付金、第１目介護給付費交付金で１，７３３万６，０００円を減額し

ております。

８ページを御覧ください。第７款繰入金、第１項一般会計繰入金、

第１目介護給付費繰入金から９ページを御覧ください。第５目低所得

者保険料軽減繰入金まで、合計３６１万円を減額しております。

次に、繰越明許費補正についてご説明いたします。４ページを御覧

ください。第２表繰越明許費では、第１款総務費、第１項総務管理費、

介護施設等感染拡大防止対策事業において、県の方針により繰越対応

となり、年度内に事業が完了しないことから、翌年度に繰り越して使

用するため設定するものであります。

以上、議案第２３号 令和３年度中泊町介護保険事業特別会計補正

予算第６号についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２３号を採決します。
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２１ 議案第２４号

〇議長（川山光則君） 日程第２１、議案第２４号 令和３年度中泊町農業集

落排水事業特別会計補正予算第１号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第２４号 令和３年度中泊町農業集落排

水事業特別会計補正予算第１号についてご説明申し上げます。

歳入歳出予算総額をそれぞれ２３万１，０００円減額し、予算総額

をそれぞれ４，１５３万円とするものです。

恐れ入りますが、４ページをお開き願います。事項別明細書でご説

明いたします。最初に、歳出についてご説明いたします。３、歳出。

第１款事業費、第１項施設管理費、第２目施設管理費、１３節委託料

で、処理施設管理委託料２３万１，０００円を減額いたしております。

次に、歳入についてご説明いたします。２、歳入。第２款繰入金、

第１項繰入金、第１目繰入金、１節繰入金で一般会計繰入金６５万６，

０００円を減額し、第３款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金、１

節繰越金で前年度繰越金４２万５，０００円を追加いたしております。

以上、令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計補正予算第１号

の説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２４号を採決します。
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２２ 議案第２５号

〇議長（川山光則君） 日程第２２、議案第２５号 令和３年度中泊町漁業集

落排水事業特別会計補正予算第１号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第２５号 令和３年度中泊町漁業集落排

水事業特別会計補正予算第１号についてご説明申し上げます。

歳入歳出予算総額はそのまま変わらず、内部補正するものでありま

す。

恐れ入りますが、４ページをお開き願います。事項別明細書でご説

明いたします。補正する主なものは歳入で、２、歳入。第２款繰入金、

第１項繰入金、第１目繰入金、１節繰入金で一般会計繰入金３１万３，

０００円を減額し、第３款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金、１

節繰越金で前年度繰越金３１万３，０００円を追加いたしております。

以上、令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計補正予算第１号

の説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２５号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２３ 議案第２６号

〇議長（川山光則君） 日程第２３、議案第２６号 令和３年度中泊町後期高

齢者医療特別会計補正予算第１号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上町民課長。

〇町民課長（三上康栄君） 議案第２６号 令和３年度中泊町後期高齢者医療

特別会計補正予算第１号についてご説明いたします。

令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計補正予算は、既定の歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８１万３，０００円を追加し、

補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９，１０６万８，

０００円とするものであります。

補正する歳入歳出予算の主なものを、歳入歳出補正予算事項別明細

書により、歳出からご説明いたします。

７ページを御覧願います。３、歳出。第１款総務費、第１項総務管

理費、第１目一般管理費、１１節役務費及び１２節委託料で合計１２

２万２，０００円を減額し、第２款後期高齢者医療連合納付金、第１

項後期高齢者医療連合納付金、第１目後期高齢者医療連合納付金、１

８節負担金、補助及び交付金に、後期高齢者医療保険料等負担金など、

合計で５０３万５，０００円を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。６ページにお戻り願います。

２、歳入。歳出の関連により、第１款後期高齢者医療保険料、第１項

後期高齢者医療保険料、第１目後期高齢者医療保険料で特別徴収保険

料、普通徴収保険料の合計で５２７万５，０００円を計上し、第３款

繰入金、第１項一般会計繰入金、第１目一般会計繰入金で、１節事務

費繰入金から３節療養給付費繰入金まで、合計４１４万８，０００円

を減額しております。

第４款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金において、前年度繰越

金の確定に伴い、３５８万４，０００円を計上しております。

第５款諸収入、第２項雑入、第１目雑入において、後期高齢者健診

受託収入等を合計８９万８，０００円減額しております。
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以上で議案第２６号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計補

正予算第１号についてご説明いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２６号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２４ 議案第２７号

〇議長（川山光則君） 日程第２４、議案第２７号 令和３年度中泊町水道事

業特別会計補正予算第３号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第２７号 令和３年度中泊町水道事業特

別会計補正予算第３号についてご説明申し上げます。

収益的収入の既決予算額を５６１万５，０００円減額し、総額３憶

４，９６６万５，０００円とし、収益的支出の既決予算額を１０９万

６，０００円追加し、総額３億２６万５，０００円とするものです。

恐れ入りますが、２ページをお開き願います。補正予算実施計画説

明書によりご説明いたします。

それでは、最初に支出についてご説明いたします。第１款水道事業

費用、第１項営業費用、第１目原水及び浄水費、１９節動力費に各浄

水場電力料として１００万円、２８節負担金に小泊ダム管理費８０万

６，０００円、第２目配水及び給水費、１９節動力費に増圧ポンプ電

力料１５万円を追加し、第４目総係費で、１節及び２節、３節、５節、
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２８節それぞれ人事異動に伴う職員人件費として合計８６万円を減額

いたしております。

次に、収入についてご説明いたします。第１款水道事業収益、第２

項営業外収益、第２目他会計補助金、１節他会計補助金で、一般会計

補助金５６１万５，０００円を減額しております。これは、高料金対

策に係る一般会計補助金の確定に伴うものです。

以上、令和３年度中泊町水道事業特別会計補正予算第３号について

ご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２７号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。

◎日程第２５ 議案第２８号

〇議長（川山光則君） 日程第２５、議案第２８号 中泊町教育委員会委員の

任命についてを議題にします。

本案について町長に説明を求めます。

濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 議案第２８号 中泊町教育委員会委員の任命について

ご説明申し上げます。

現委員であります宮越寛氏の任期が令和４年５月１７日をもって満

了することに伴い、後任の委員として同氏を再任するに当たり、議会

の同意を求めるものであります。

宮越氏は、町村合併後の平成１７年５月１８日に中泊町教育委員会
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委員に任命されてから今日に至るまで、当町の教育委員会委員として

活躍されており、適任であると存じますので、何とぞよろしくお願い

をいたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２８号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり同意することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２８号は同意することに決定しました。

◎日程第２６ 議案第２９号

〇議長（川山光則君） 日程第２６、議案第２９号 人権擁護委員候補者の推

薦について意見を求めるの件を議題にします。

本案について町長に説明を求めます。

濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 議案第２９号 人権擁護委員候補者の推薦について意

見を求めるの件について説明申し上げます。

現委員の任期が令和４年６月３０日をもって満了することに伴い、

後任の委員として磯野弘子氏を推薦するに当たり、議会の意見を求め

るものであります。

磯野氏は、小泊地域下前在住で、長年にわたり下前港納税貯蓄組合

会計を務められており、また母親クラブの活動にも長年協力されてき

た方です。人望も厚く、人権擁護委員として適任であると存じますの

で、何とぞよろしくお願いを申し上げます。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。
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４番、秋元議員。

〇４番（秋元 隆君） ただいま町長から説明ありましたけれども、私、この

磯野氏を、ちょっと認識ないのです。意見を求められても、この資料

だけではちょっと判断できないのですけれども、もっと詳細な資料と

いうのはないのですか。ただ適当に住所と名前は分かります。あと、

今言ったように納税組合の会計とかやっておられるそうですけれど

も、人権擁護委員として適当と言えばちょっと言葉あれですけれども、

議会として意見を求められても、簡単にどういう人かというのを、ち

ょっとこれだけでは判断できませんので、資料の提出あればお願いし

ます。

〇議長（川山光則君） 毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） ただいま手元にはその資料はございませんけれど

も、推薦と、その方の履歴を書いたものが総務課のほうにございます

ので、後ほど……

〇議長（川山光則君） 暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時３２分

再開 午前１１時３７分

〇議長（川山光則君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

総務課長、何か説明あるのですか。いいのですか、あと。

では、秋元議員は、あといいのですか。

〇４番（秋元 隆君） 履歴書等を確認します。

〇議長（川山光則君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第２９号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり同意することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第２９号は同意することに決定しました。

◎日程第２７ 議案第３０号から日程第２９ 議案第３２

号まで

〇議長（川山光則君） 日程第２７、議案第３０号 中泊町認知症高齢者グル

ープホームに係る指定管理者の指定についてから日程第２９、議案第

３２号 中泊町一般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の指定につい

て、以上３議案を一括議題として、説明、質疑を行い、討論、採決に

ついては１議案ごとに行います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第３０号 中泊町認知症高齢者グループホー

ムに係る指定管理者の指定について、議案第３１号 中泊町すくすく

したまえ館に係る指定管理者の指定について、議案第３２号 中泊町

一般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の指定についてを一括してご

説明申し上げます。

今回の指定管理者の募集方法につきましては、中泊町公の施設に係

る指定管理者の指定手続等に関する条例により、公募による募集をし

たところでございます。応募のあった指定管理者の選定については、

関係課長等で構成します「中泊町公の施設に係る指定管理者選定委員

会」で審査をしまして、その結果を町長に報告し、指定管理者として

選定したものであります。今回、議案提出いたしました案件全てにつ

きまして、１団体の応募であり、いずれも従来からの管理団体であり

ましたので、これまでの管理実績に鑑み、全ての団体を適当であると

認めたところでございます。

恐れ入りますが、提出議案一覧２０ページを御覧願います。議案第

３０号 中泊町認知症高齢者グループホームに係る指定管理者の指定

について、指定管理者となる団体の名称は、社会福祉法人中泊町社会

福祉協議会であります。指定期間は、令和４年４月１日から令和７年

３月３１日までの３年間であります。
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恐れ入りますが、提出議案一覧２１ページを御覧願います。議案第

３１号 中泊町すくすくしたまえ館に係る指定管理者の指定につい

て、指定管理者となる団体の名称は、株式会社小泊うみどりーむ振興

社であります。指定期間は、令和４年４月１日から令和７年３月３１

日までの３年間であります。

提出議案一覧２２ページを御覧願います。議案第３２号 中泊町一

般廃棄物最終処分場に係る指定管理者の指定について、指定管理者と

なる団体の名称は、株式会社竹内組であります。指定期間は、令和４

年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間であります。

以上、議案第３０号から第３２号までの説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

議案第３０号の討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３０号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。

議案第３１号の討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３１号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。

議案第３２号の討論を行います。討論ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３２号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。

◎日程第３０ 議案第３３号

〇議長（川山光則君） 日程第３０、議案第３３号 中泊町総合文化センター

文化ホールに係る指定管理者の指定についてを議題にします。

これは私に関する案件になりますので、地方自治法第１１７条の規

定により除斥となりますので、退場することとし、副議長と議長職を

交代いたします。

（議長、副議長交代）

（議長 川山光則君退席）

〇副議長（荒関富雄君） 地方自治法第１０６条の規定により議長の職務を行

います。

日程第３０、議案第３３号 中泊町総合文化センター文化ホールに

係る指定管理者の指定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内総務課長。

〇総務課長（毛内康裕君） 議案第３３号 中泊町総合文化センター文化ホー

ルに係る指定管理者の指定についてご説明申し上げます。

恐れ入りますが、提出議案一覧２３ページを御覧願います。今回の

指定管理者の募集方法につきましては、中泊町公の施設に係る指定管

理者の指定手続等に関する条例により、公募による募集をしたところ

でございます。応募のあった指定管理者の選定については、関係課長

等で構成します「中泊町公の施設に係る指定管理者選定委員会」で審

査をしまして、その結果を町長に報告し、指定管理者として選定した

ものであります。

中泊町総合文化センター文化ホールについて、１団体の応募があり、
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事業計画書及び収支計画書を審査し、適当であると認めたところでご

ざいます。

指定管理者となる団体の名称は、一般社団法人中泊町文化観光交流

協会であります。指定期間は、令和４年４月１日から令和７年３月３

１日までの３年間であります。

以上、議案第３３号 中泊町総合文化センター文化ホールに係る指

定管理者の指定についての説明といたします。

〇副議長（荒関富雄君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇副議長（荒関富雄君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇副議長（荒関富雄君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３３号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇副議長（荒関富雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３３号は原案のとおり可決されました。

川山議長の入場を許可します。

ここで議長職を交代いたします。

（議長、副議長交代）

（議長 川山光則君入場）

◎日程の追加

〇議長（川山光則君） お諮りします。

本日、町長から議案第３４号及び議案第３５号が提出され、お手元

に配付しております。これを日程に追加し、直ちに議題にしたいと思

います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３４号及び議案第３５号を日程に追加し、追加
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日程第１及び追加日程第２として、日程の順序を変更し、直ちに議題

とすることに決定しました。

◎町長追加提案理由の説明

〇議長（川山光則君） 町長に提案理由の説明を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 追加提案をさせていただきます議案についてご説明申

し上げます。

議案第３４号は、工事請負契約の締結についてであります。（仮称）

中泊町総合福祉健康センター杭工事請負について、条件付一般競争入

札により工事請負契約を締結するに当たり、中泊町議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

仮契約を締結したうえで、議会の議決を求めるものであります。

議案第３５号は、工事請負契約の締結についてであります。（仮称）

中泊町総合福祉健康センター建設工事請負について、条件付一般競争

入札により工事請負契約を締結するに当たり、中泊町議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、仮契約を締結したうえで、議会の議決を求めるものであります。

慎重ご審議のうえ、原案どおり御議決を賜りますようお願いを申し

上げます。

◎追加日程第１ 議案第３４号

〇議長（川山光則君） 追加日程第１、議案第３４号 工事請負契約の締結に

ついてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 議案第３４号 工事請負契約の締結についてご説

明申し上げます。

追加提出議案書つづりの１ページを御覧願います。本議案は、３月

９日に仮契約を締結した工事請負契約について、中泊町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づき提案するものであります。



- 75 -

契約の目的は、（仮称）中泊町総合福祉健康センター杭工事であり

ます。

契約の方法といたしましては、条件付一般競争入札により、令和４

年２月３日に告示をし、公募したところ、６社の応募があり、３月７

日に入札を実施、３月９日に仮契約を締結しております。

契約金額は２億３，７６０万円、契約の相手方は中泊町大字芦野字

福泊２３番地、株式会社竹内組、代表者は代表取締役、竹内大介氏。

なお、工期は議会の議決を得た日から令和４年９月３０日までとし

ております。

以上、議案第３４号 工事請負契約についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３４号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３４号は原案のとおり可決されました。

◎追加日程第２ 議案第３５号

〇議長（川山光則君） 追加日程第２、議案第３５号 工事請負契約の締結に

ついてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中財政課長。

〇財政課長（山中哲哉君） 議案第３５号 工事請負契約の締結についてご説

明申し上げます。

追加提出議案書つづりの２ページを御覧ください。本議案は、３月

９日に仮契約を締結した工事請負契約について、中泊町議会の議決に
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付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づき提案するものであります。

契約の目的は、（仮称）中泊町総合福祉健康センター建設工事であ

ります。

契約の方法といたしましては、条件付一般競争入札により、令和４

年２月３日に告示をし、公募したところ、３社の応募があり、３月７

日に入札を実施、３月９日に仮契約を締結しております。

契約金額は１７億３，８００万円、契約の相手方は五所川原市大字

太刀打字早蕨９８番地４、齋勝建設株式会社、代表者は代表取締役、

齋藤彰浩氏。

なお、工期は議会の議決を得た日から令和５年５月３１日までとし

ております。

以上、議案第３５号 工事請負契約についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第３５号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３５号は原案のとおり可決されました。

◎日程第３１ 発議第１号

〇議長（川山光則君） 日程第３１、発議第１号 議員派遣についてを議題に

します。

本案については、議員の限られた会期中の活動に加え、調査や研修

等、また国や県等に対しての要請活動など、議会において必要がある

と認めるときは議員の派遣ができるよう提案するものであります。
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お諮りします。本案については、説明、質疑及び討論を省略したい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、本案については説明、質疑及び討論を省略することに

決定しました。

発議第１号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、発議第１号は原案のとおり可決されました。

◎日程第３２ 次期議会の会期日程及び議会運営に関する

事項について

〇議長（川山光則君） 日程第３２、次期議会の会期日程及び議会運営に関す

る事項についてを議題にします。

お諮りします。次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項につ

いては、閉会中の審査事項とし、議会運営委員会に付託したいと思い

ます。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項につい

ては、閉会中の審査事項とし、議会運営委員会に付託することに決定

しました。

◎閉会の宣告

〇議長（川山光則君） 今定例会に上程されました全議案について長時間にわ

たり慎重にご審議をいただきまして、誠にありがとうございました。

以上で本日の日程は全部終了しました。

本日の会議を閉じます。

これをもちまして令和４年第１回中泊町議会定例会を閉会いたしま

す。
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閉会 午前１１時５９分
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